
第 45号（1）2017年 6月15日 九　学　同　窓　会

096-366-4533
http：//www.kyugakudousoukai.jp/

熊本市中央区大江5丁目2-1

責任者・山﨑恒雄
編纂人・小手川勲

厳
か
に
記
念
礼
拝

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
も

4
月
16
日
㈰
、
同
窓
会

設
立
100
周
年
の
記
念
礼
拝

お
よ
び
記
念
祝
賀
会
が
開

催
さ
れ
、
多
く
同
窓
生
が

集
い
百
周
年
を
共
に
祝
い

ま
し
た
。
礼
拝
は
午
後
１

時
半
か
ら
九
州
学
院
ブ
ラ

ウ
ン
・
メ
モ
リ
ア
ル
・
チ
ャ

ペ
ル
で
小
副
川
幸
孝
チ
ャ

プ
レ
ン
・
副
院
長
の
司
式

で
行
わ
れ
、
長
岡
立
一
郎

理
事
長
が
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

続
い
て
九
州
学
院
音
楽
教

師
村
上
麻
里
氏
に
よ
る
ピ

ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か

れ
、
シ
ョ
パ
ン
の
名
曲
が

演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

定
期
総
会
に
続
き

記
念
祝
賀
会
を
開
宴

午
後
４
時
か
ら
は
熊
本

ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
で
定
期

総
会
が
行
わ
れ
、平
成
28

年
度
活
動
報
告
、同
決
算

報
告
、監
査
報
告
、平
成
29

年
度
活
動
計
画
と
同
予
算

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
チ
ア
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
◆

引
き
続
い
て
午
後
４
時

50
分
か
ら
同
会
場
で
行
わ

れ
た
記
念
祝
賀
会
は
予
想

を
上
回
る
850
人
超
の
同
窓

生
・
来
賓
が
参
加
、
会
場

は
熱
気
と
活
気
に
満
ち
溢

れ
ま
し
た
。

中
高
チ
ア
ダ
ン
ス
部

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
ダ
ン

ス
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
と
こ
ろ
で
い
よ
い
よ
開

会
と
な
り
、
小
副
川
チ
ャ

プ
レ
ン
が
同
窓
生
の
物
故

者
、
熊
本
地
震
で
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
お
ぼ
え
て
特

別
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し

た
。

◆
前
会
長
ら
に
感
謝
状
◆

島
本
深
実
行
委
員
長
が

高
ら
か
に
開
会
を
宣
言
。

山
﨑
恒
雄
同
窓
会
長
と
阿

部
英
樹
院
長
の
挨
拶
に
続

き
、
長
年
に
わ
た
っ
て
同

窓
会
活
動
に
寄
与
し
た
松

村
敏
人
前
同
窓
会
長
、
小

﨑
義
昭
前
参
与
、
福
原
輝

代
元
事
務
職
員
等
へ
の
感

謝
状
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

◆
吉
無
田
氏
が
記
念
講
演
◆

設
立
100
周
年
を
記
念
し

た
ロ
ー
マ
、
東
京
五
輪
な

ど
で
活
躍
さ
れ
た
元
競
泳

選
手
の
吉
無
田
春
男
氏
を

講
師
に
迎
え
て
の
記
念
講

演
で
は
、
寮
生
活
を
は
じ

め
在
学
当
時
の
思
い
出
や

五
輪
出
場
時
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
が
語
ら
れ
、
九
州

学
院
で
受
け
継
が
れ
て
い

る
指
導
力
や
人
間
力
が
現

在
の
活
躍
に
繋
が
っ
て
い

る
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

◆
賑
々
し
く
鏡
開
き
で
乾
杯
◆

そ
の
後
、
登
壇
し
た
８

人
の
代
表
に
よ
っ
て
鏡
開

き
が
行
わ
れ
、
こ
こ
で
長

岡
理
事
長
の
発
声
で
乾
杯

を
行
い
宴
会
に
移
り
、
和

気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の

中
で
参
加
者
一
同
楽
し
い

懇
親
の
と
き
を
持
ち
ま
し

た
。
最
後
に
一
同
声
高
ら

か
に
全
員
で
九
州
学
院
校

歌
を
斉
唱
し
堤
建
太
氏
が

エ
ー
ル
を
き
り
、
宮
崎
靖

士
若
手
の
会
長
に
よ
る
締

め
と
寅
田
成
昭
副
実
行
委

員
長
の
言
葉
で
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。

 

意
義
深
い
日
に
祝
賀
会

 

一
致
団
結
で
成
功
裏
に

こ
の
日
が
奇
し
く
も
熊

本
地
震
の
本
震
か
ら
丸
一

年
と
い
う
記
念
日
に
あ
た

り
、
ま
た
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
が
復
活
し
た
こ
と
を

祝
う
イ
ー
ス
タ
ー
の
日
で

も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

今
年
は
、
１
５
１
７
年
に

正
義
と
自
由
を
求
め
て
立

ち
上
が
っ
た
マ
ル
チ
ン
・

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
か
ら

500
周
年
と
い
う
記
念
の

年
に
あ
た
り
、
キ
リ
ス
ト

教
（
ル
タ
ー
派
）
の
教
え

を
教
育
の
基
盤
と
す
る
九

州
学
院
の
同
窓
会
に
と
っ

て
、
意
義
深
い
一
日
と
な

北朝鮮拉致被害者
松木薫氏（S24回）の救出を
松木氏は1980年スペイン留学中に拉致
され、現在も北朝鮮に抑留。弟の信
宏氏（S43回）が家族会で活動中。

２
０
１
５
年
12
月
か
ら

１
年
４
ヶ
月
に
わ
た
り
、

毎
日
新
聞
熊
本
版
に
「
九

州
学
院
105
周
年
記
念
・
敬

天
愛
人
・
未
来
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
が

連
載
さ
れ
、

毎
回
様
々
な

分
野
で
活
躍

す
る
九
州
学

院
の
卒
業
生

が
登
場
し
ま

し
た
。

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
形
式
に

よ
り
、
自
ら

の
青
春
時
代

か
ら
現
代
、

将
来
を
語
っ

て
行
く
と
い

う
も
の
で
た

い
へ
ん
好
評
で
し
た
。
紙

面
を
大
き
く
割
い
て
頂
き

ま
し
た
毎
日
新
聞
社
の
ご

厚
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

「
敬
天
愛
人・未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

1
年
4
ヶ
月
間
、毎
日
新
聞
に
連
載

2017年度  九州学院同窓会役員
顧　問
　齊藤　堅固（旧22回）
　松村　敏人（Ｓ６回）
　土山　研三（Ｓ８回）

　内村　公春（前院長）
　阿部　英樹（Ｓ28回）

相談役
　淺川　牧夫（Ｓ12回）
　岡嶋　勇治（Ｓ14回）

　堤　　公一（Ｓ18回）
　緒方　　徹（Ｓ18回）

会　長　山﨑　恒雄（Ｓ21回）
副会長
　川本　俊六（Ｓ23回）
　小手川　勲（Ｓ24回）
　廣島　秀二（Ｓ26回）

　坂田　和洋（Ｓ31回）
　大久保孝介（Ｓ32回）
　橋口　武弘（Ｓ35回）

監査役
　内田　敏視（Ｓ16回）
　高野　正晴（Ｓ23回）

　木村　昭彦（Ｓ28回）

事務局長 育英奨学委員長
　杉本　素一（Ｓ39回） 　吉岡　友章（Ｓ18回）
広報委員長 企画委員長
　小手川　勲（Ｓ24回） 　松永　修尚（Ｓ34回）
会員委員長 若手の会会長
　吉永　彰一（Ｓ36回） 　橋本　　武（Ｓ45回）

■
平
成
29
年
４
月
●
第
７

回
同
窓
会
設
立
100
周
年

記
念
祝
賀
会
実
行
委
員

会（
以
下
、実
行
委
員
会
）

「
３
・
４
・
８
・
９
の
つ
く
回
」

●
同
窓
会
設
立
100
周
年
記

念
事
業
総
会
・
懇
親
会（
熊

本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
）

●
同
窓
会
設
立
100
周
年
記

念
特
集
号
第
⑵
発
行

■
５
月
●
奨
学
金
授
与
式

●
育
友
会（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）総
会

で
10
年
会
費
に
つ
い
て
依
頼

■
６
月
●
同
窓
会
新
聞
発

行
●
役
員
会
・
実
行
委
員

「
３
・
４
・
８
・
９
の
つ
く
回
」

反
省
会

■
8
月
●
常
任
幹
事
会

■
9
月
●
常
任
幹
事
会

■
10
月
●
奨
学
生
・
給
費

生
を
励
ま
す
会
●
常
任
幹

事
会
●
高
校
３
年
役
員
に

10
年
会
費
に
つ
い
て
依
頼

■
11
月
●
常
任
幹
事
会

■
12
月
●
実
行
委
員
会

「
０
・
５
の
つ
く
回
」

■
平
成
30
年
１
月
●
若
手

の
会
成
人
式
●
実
行
委
員

会
「
０
・
５
の
つ
く
回
」

■
２
月
●
常
任
幹
事
会

●
実
行
委
員
会「
０
・
５
の

つ
く
回
」
●
平
成
29
年
度

高
校
卒
業
生
（
Ｓ
70
回
）

（
以
下
、
新
卒
業
生
）
に

同
窓
会
活
動
の
紹
介
●
新

卒
業
生
ク
ラ
ス
幹
事
お
よ

び
同
窓
会
役
員
・
事
務
局

と
の
懇
親
昼
食
会

■
３
月
●
高
校
卒
業
式
に

会
長
出
席
、
新
卒
業
生
に

記
念
品
贈
呈
●
高
校
卒
業

式
に
Ｓ
20
回（
卒
業
50
年
）

と
Ｓ
40
回
（
卒
業
30
年
）

を
学
院
か
ら
招
待
●
中
学

卒
業
式
に
会
長
出
席
、
新

卒
業
生
に
記
念
品
贈
呈

●
実
行
委
員
会「
０
・
５
の

つ
く
回
」、
常
任
幹
事
会

正
副
会
長
会
、
拡
大
正
副

会
長
会
、
各
委
員
会
（
会

員
・
育
英
奨
学
・
企
画
・

広
報
）
は
適
宜
開
催
の
予

定※
各
地
域
支
部
の
総
会
に

は
、
学
校
の
教
職
員
と

と
も
に
同
窓
会
役
員
が

出
席
の
予
定

※
藤
崎
宮
例
大
祭
に
は
例

年
ど
お
り
有
志
が
参
加

の
予
定

２
０
１
７
同
窓
会
年
次
事
業
計
画

り
ま
し
た
。

今
回
の
100
周
年
の
記
念

行
事
の
成
功
は
、
島
本
深

実
行
委
員
長
を
は
じ
め
と

す
る
実
行
委
員
会（
３
・
４
・

８
・
９
の
つ
く
学
年
） 

や
若

手
の
会
の
多
く
の
ご
関
係

の
皆
様
の
ご
尽
力
の
賜
物

で
す
。
ほ
ん
と
う
に
お
疲

れ
様
で
し
た
。

同窓会設立100周年記念祝賀会を開催
1917年～2017年 九州学院は106周年

祝
宴
に
は
八
百
名
超
が
参
加

〜 

関
東・関
西
か
ら
も
多
数 

〜

東京五輪出場の吉無田氏が講演

にぎにぎしい「鏡開き」で開宴

ブラウン・メモリアル・チャペルでの記念礼拝と
ピアノコンサート

連載〆の対談（Ｓ17回の3人の同級生、福田稠氏・
長岡立一郎氏・葉祥明氏と女子一期生の古賀泰代氏）
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羽
ば
た
く
同
窓
生

陸
上
の
末
續
慎
吾
選
手

9
年
ぶ
り
に
日
本
選
手
権
へ

末
續
慎
吾
氏（
Ｓ
51
回
）

２
０
０
８
年
北
京
五
輪

陸
上
男
子
４
０
０
メ
ー
ト

ル
リ
レ
ー
の
銅
メ
ダ
ル
の

末
續
慎
吾
氏
（
Ｓ
51
回
・

星
槎
大
特
任
准
教
授
）は
、

6
月
下
旬
に
大
阪
で
行
わ

れ
る
陸
上
の
日
本
選
手

権
の
男
子
２
０
０
メ
ー
ト

ル
に
9
年
ぶ
り
の
エ
ン
ト

リ
ー
資
格
を
獲
得
し
ま
し

た
。
末
續
は
5
月
16
日
に

米
テ
キ
サ
ス
州
の
競
技
会

で
20
秒
94
を
マ
ー
ク
し
、

昨
年
8
月
の
九
州
選
手
権

で
2
位
に
入
賞
し
て
い
た

こ
と
で
、
地
域
選
手
権
3

位
以
内
の
選
手
に
適
用
の

参
加
標
準
記
録
Ｂ
（
20
秒

95
）
を
突
破
し
日
本
選
手

権
の
参
加
資
格
を
満
た
し

た
も
の
で
す
。
短
距
離
の

選
手
と
し
て
は
決
し
て
若

く
は
な
い
年
齢
な
が
ら
地

味
な
努
力
を
続
け
再
び
日

本
選
手
権
へ
の
夢
を
果
た

し
た
こ
と
は
実
に
す
ば
ら

し
い
こ
と
で
す
。

上
武
大
4
年
の
島
田
海
吏

選
手
ド
ラ
フ
ト
上
位
候
補
に

島
田
海
吏
氏（
Ｓ
66
回
）

九
学
Ｏ
Ｂ
で
上
武
大
4

年
の
島
田
海
吏
選
手
（
Ｓ

66
回
）
は
、
走
攻
守
三
拍

子
揃
っ
た
能
力
を
遺
憾
な

く
発
揮
、
同
チ
ー
ム
の
全

国
大
学
選
手
権
5
年
連
続

ベ
ス
ト
4
に
貢
献
す
る
な

ど
、
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト

上
位
候
補
と
し
て
注
目
を

浴
び
て
い
ま
す
。

宇
土
市
立
鶴
城
中
時

代
に
野
球
部
に
所
属
す
る

傍
ら
陸
上
競
技
大
会
で
１

０
０
ｍ
を
11
秒
01
で
県
優

勝
。
全
国
大
会
の
準
決
勝

で
あ
の
桐
生
よ
り
先
着
し

た
ほ
ど
で
す
。
九
州
学
院

で
は
２
０
１
２
年
、
春
の

セ
ン
バ
ツ
に
出
場
し
ま
し

た
。
昨
年
の
日
米
大
学
野

球
選
手
権
で
は
2
勝
2
敗

で
迎
え
た
最
終
戦
延
長
10

回
に
1
死
満
塁
か
ら
犠
飛

を
放
ち
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
利
の

立
役
者
と
な
り
ま
し
た
。

大
阪
エ
ヴ
ェ
ッ
サ
で

注
目
の
Ｓ
Ｇ

澤
邉
圭
太
氏（
Ｓ
65
回
）

九
州
学
院
バ
ス
ケ
ッ
ト

部
Ｏ
Ｂ
の
澤
邉
圭
太
選

手（
Ｓ
65
回
）は
、
大
阪
学

院
大
４
年
生
の
昨
年
９
月

か
ら
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
の

大
阪
エ
ヴ
ェ
ッ
サ
に
所
属

し
、
Ｓ
Ｇ（
ゼ
ッ
ケ
ン
35
）

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。身
長
１
８
４
セ
ン
チ
、

体
重
84
キ
ロ
の
堂
々
と
し

た
体
格
で
、
九
学
時
代
は

ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
に
連

続
出
場
、
大
学
で
も
２
０

１
５
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド

代
表
候
補
に
な
る
な
ど
、

そ
の
ス
キ
ル
が
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
応
援
女
子
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
活
躍

鈴
木
み
の
り
氏（
Ｊ
64
回
）

女
優
・
タ
レ
ン
ト（
ム
ー

サ
所
属
）
の
鈴
木
み
の
り

さ
ん
は
、
２
０
１
５
年
夏

か
ら
「
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
応

援
女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」

と
し
て
同
チ
ー
ム
の
Ｐ

Ｒ
に
貢
献
す
る
な
ど
各
方

面
で
活
躍
中
で
す
。
４
月

に
は
応
援
ソ
ン
グ
「
真
っ

赤
な
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
」
の

Ｃ
Ｄ
を
リ
リ
ー
ス
し
、

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ

に
は
九
州
学
院
の
ブ
ラ
ウ

ン
・
メ
モ
リ
ア
ル
・
チ
ャ

ペ
ル
も
登
場
し
ま
す
。
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ア
マ
チ
ュ
ア
竜
王
戦

全
国
大
会
へ

森
崎
盛
一
郎
氏（
Ｓ
64
回
）

森
崎
盛
一
郎
氏
（
Ｓ
64

回
）は
、こ
の
ほ
ど
行
わ
れ

た
、
将
棋
の
ア
マ
チ
ュ
ア

竜
王
戦
（
ア
マ
竜
王
戦
：

読
売
新
聞
社
・
日
本
将
棋

連
盟
共
催
）
の
熊
本
県
予

選
を
制
し
、
３
年
連
続
で

県
代
表
の
切
符
を
手
に
し

ま
し
た
。

森
崎
氏
は
、
6
月
24
日

〜
25
日
に
東
京
・
チ
サ
ン

ホ
テ
ル
浜
松
町
で
行
わ
れ

る
全
国
大
会
に
出
場
し
、

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
代
表

選
手
56
人
と
で
王
座
を
目

指
し
て
戦
い
ま
す
。
昨
年

は
ベ
ス
ト
8
ま
で
残
る
活

躍
で
、
今
年
は
そ
れ
以
上

の
成
績
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ハ
ワ
イ
ア
ン
を
愛
す
る

万
年
青
年
・
コ
ロ
へ

今
村　

讃
氏（
Ｓ
1
回
）

東
京
九
学
会
の
今
村

讃
氏
（
Ｓ
１
回
）
は
、
86

歳
の
今
も
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ

ン
ド
「
コ
ロ
ヘ
今
村
＆
レ

イ
キ
ン
グ
ス
」
の
ウ
ク
レ

レ
奏
者
と
し
て
グ
ル
ー
プ

を
率
い
、
様
々
な
ス
テ
ー

ジ
に
立
っ
て
活
躍
す
る
万

年
青
年
で
す
。
学
院
在
学

中
よ
り
始
め
た
ウ
ク
レ
レ

の
演
奏
と
ダ
ン
ス
は
プ
ロ

並
み
の
腕
前
で
、
毎
年
ハ

活
動
盛
ん
な
Ｓ
11
回

今
も
数
か
月
毎
に
懇
親
会

Ｓ
11
回
（
昭
和
34
年
卒

業
）
の
同
窓
生
は
、
数
ヶ

月
に
一
度
の
割
合
で
鶴
屋

百
貨
店
の
「
麦
菜
館
」
に

集
い
懇
親
会
を
開
い
て
い

る
実
に
活
発
な
学
年
同
窓

会
で
す
。
毎
回
、
20
名
〜

30
名
が
集
い
、
近
況
や
学

院
時
代
の
思
い
出
話
で
盛

元
気
は
つ
ら
つ
学
年
同
窓
会

り
上
が
り
、
そ
の
様
子
を

下
城
正
臣
氏
が
私
信
「
熊

本
く
わ
み
ず
だ
よ
り
」
の

中
で
毎
回
詳
し
く
報
告
を

し
て
い
ま
す
。
先
の
熊
本

地
震
の
際
に
は
、
有
志
で

母
校
の
災
害
状
況
を
視
察

し
、
義
援
金
を
学
院
に
贈

り
ま
し
た
。

Ｓ
10
回「
燦
々
会
」今
年
も

3
月
3
日
に
同
窓
会

昭
和
33
年
に

九
州
学
院
を
卒

業
し
た
Ｓ
10
回

の
学
年
同
窓
会

は
、
語
呂
合
わ

せ
で
「
燦
々
会

（
さ
ん
さ
ん
か

い
）」
と
名
付

け
14
年
前
に
発

足
。
毎
年
3
月

3
日
に
総
会
・

懇
親
会
を
開

き
、「
暑
気
払

い
」「
忘
年
会
」

を
始
め
一
年
を

通
し
て
様
々
な

会
合
を
開
い
て

い
ま
す
。
3
年

前
に
は
「
東
京

燦
々
会
」
も
立
ち
上
げ
る

な
ど
、
活
発
に
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。
今
年
も
3

月
3
日
㈮
に
、
鶴
屋
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
サ
ロ
ン
で
関

総
会
・
懇
親
会
を
開
き
、

恩
師
の
椎
名
信
一
先
生

を
始
め
、
関
東
（
5
名
）、

関
西
、
福
岡
、
四
国
な
ど

か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

敬天愛人の心「九学福祉会」を設立
九学福祉会会長　中山　泰男氏（S34回）

　同窓会設立100周年おめでとうございます。
　さて、九州学院卒業生の中には、にわかに介護・福
祉・医療等の専門分野に従事するOBが増えてまいり
ました。これには、国内の少子高齢化問題を背景とし
て、65歳以上の高齢者の数が2013年に総人口の4人
に1人（25.1％）から、2035年には3人に1人（33.4％）
になるといった急速な超高齢化社会の到来が確実であ
り、介護や福祉の業界へとマーケットが拡大したこと
にあります。また、国家資格取得による収入の安定と
いった側面もあるかもしれません。
　これまで個人の努力によって乗り越えるしかなかっ
た時代から、「敬天愛人の心」を備えた実践者の交流
の機会として、「九学福祉会」を昨年に発足いたしま
した。我々は居住地も職業もバラバラですが、気持ち
を一つに社会貢献を実行してまいりたいと考えていま
す。なお、内容はfacebookページで公開しています。

　九州学院
同 窓 会 の
益々の発展
と会員皆様
のご健勝を
心よりご祈
念申し上げ
ます。

ルーツは九学・デメーテル男声合唱団
3月12日㈰、県立劇場コンサートホールで、デメーテル男声

合唱団が「定期演奏会～響け希望の歌声～」を開催しました。
同男声合唱団は、1950年（昭和25年）に九州学院の岩

津範和先生が、門下生と九学グリークラブOBで結成された
もので、以来67年間常に九学同窓生がメンバーの中心となり
練習に励み、定期演奏会の他に様々なイベントに出演するな
どの活躍を続け現在に至っています。
2016年1月にはウィーン楽友協会「黄金の間」で新春コ

ンサートを行いその素晴らしい歌声を披露し、現地の聴取か
ら喝采を受けました。

ワ
イ
で
開
催
さ
れ
る
「
ウ

ク
レ
レ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

に
も
欠
か
さ
ず
参
加
し
、

地
元
の
ダ
ン
サ
ー
か
ら
コ

ロ
ヘ
（
現
地
語
で
「
腕
白

坊
主
」
と
い
う
意
味
）
の

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
の
他
ウ
ク
レ

レ
教
室
を
主
謀
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
リ
リ
ー
ス
す
る
な

ど
そ
の
情
熱
と
行
動
力
に

は
驚
き
で
す
。
実
家
は
水

俣
の
老
舗
和
菓
子
屋
「
柳

家
本
舗
美
貴
も
な
か
」で
、

熱
心
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で

も
あ
り
ま
す
。

7
月
1
日
㈯
に
学
士
会

館
で
開
催
予
定
の
東
京
九

学
会
総
会
に
も
仲
間
を
率

い
て
出
演
し
ま
す
。

昭
和
20
年
に
九
州
学

院
を
卒
業
さ
れ
た
故
林
清

一
先
輩（
旧
31
回
）の
奥
様

が
、
お
孫
さ
ん
の
運
転
す

る
マ
イ
カ
ー
で
８
０
０
キ

ロ
も
離
れ
た
滋
賀
県
東
近

江
市
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
九
州

学
院
を
訪
ね
て
来
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

ご
主
人
が
在
学
中
に
毎

朝
礼
拝
が
行
わ
れ
て

い
た
ブ
ラ
ウ
ン
・
メ
モ

リ
ア
ル
・
チ
ャ
ペ
ル

や
歴
史
・
資
料
館
な

ど
を
感
慨
深
く
見
て

ま
わ
ら
れ
ま
し
た
。

５
年
前
に
病
気

の
た
め
に
亡
く
な

ら
れ
た
ご
主
人
は
、

愛
校
心
が
強
く
、
生
前
は

九
学
の
話
ば
か
り
さ
れ
て

お
ら
れ
た
そ
う
で
、
是
非

一
度
母
校
の
九
州
学
院
を

訪
問
し
た
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

天
国
の
林
先
輩
も
き
っ

と
喜
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
ご
冥
福
を
お

祈
り
致
し
ま
す
。

亡
夫
の
愛
し
た
母
校
を
訪
問

〜
滋
賀
県
東
近
江
市
か
ら
孫
と
〜

吉
無
田
春
男
氏
（
Ｓ
10

回
）
が
１
９
６
１
年
に
ブ

ル
ガ
リ
ア
で
開
か
れ
た
ユ

ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
大
会
の

競
泳
２
０
０
m
バ
タ
フ
ラ

イ
で
獲
得
し
た
金
メ
ダ
ル

が
、
本
学
院
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
金
メ
ダ
ル
は
同
氏

が
恩
師
故
中
原
康
麻
呂
先

生(

旧
中
27
回)

に
渡
さ
れ

て
い
た
も
の
で
す
が
、
寄

贈
を
決
意
し
た
ご
長
男
の

中
原
康
彦
氏
（
Ｓ
25
回
）

が
来
校
し
阿
部
英
樹
院
長

に
手
渡
し
ま
し
た
。

同
メ
ダ
ル
は
学
院
の

「
歴
史
資
料
・
情
報
セ
ン

タ
ー
」
に
、
吉
無
田
氏
が

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

し
た
際
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

と
並
べ
て
展
示
さ
れ
ま

す
。是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

吉
無
田
氏
の
メ
ダ
ル
を
学
院
に
寄
贈

夫の思い出のブラウンチャペルで

毎
年
３
月
３
日
に
同
窓
会
を

開
く
Ｓ
10
回「
燦
々
会
」


